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自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
は
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田

１
佐
）
、
第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤

１
佐
）
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

山
田

１
佐
）
及
び
第
３
特
科
隊
（
隊
長

髙
倉
１
佐
）

の
４
コ
部
隊
が
担
任
・
実
施
中
で
あ
る
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３０号 ２０２０年（令和２年） ５月

自
衛
官
候
補
生
課
程
は
、
基
本
教
練
、
実

弾
射
撃
訓
練
、
体
力
検
定
及
び
徒
歩
行
進
訓

練
等
、
約
３
ヵ
月
に
わ
た
る
各
種
訓
練
を
通

じ
て
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
も
の
で
、

現
在
３
２
５
名
の
自
衛
官
候
補
生
が
、
２
等

陸
士
へ
の
任
官
を
目
指
し
て
日
夜
訓
練
に
邁

進
し
て
い
る
。

８９式５．５６㎜小銃による実弾射撃訓練（第３特科隊：姫路射場）

梶原師団長 自衛官候補生視察
（第３６普通科連隊：伊丹駐屯地）

基本教練練度判定
（第３６普通科連隊：伊丹駐屯地）

体力検定
（第７普通科連隊：福知山駐屯地）

射撃予習
（第３７普通科連隊：信太山駐屯地）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３０号 ２０２０年（令和２年） ５月

教育隊長訓話
（福知山駐屯地）

武器分解結合
（福知山駐屯地）

武器分解結合訓練
（伊丹駐屯地）

掩体構築訓練
（長田野演習場）

基本教練練度判定
（伊丹駐屯地）

１０㎞徒歩行進訓練
（長尾山演習場）

戦闘訓練座学
（姫路駐屯地）

基幹要員による戦闘訓練展示
（姫路駐屯地）

実弾射撃訓練
（姫路射場）

１０㎞徒歩行進訓練
（信太山演習場）

体力検定
（信太山駐屯地）

ガス体験
（信太山駐屯地）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３０号 ２０２０年（令和２年） ５月

衛生教育支援（感染対策要領等）

防護服の着脱要領実演防護服の着脱要領実習

輸送支援車両の養生要領説明

体力検定（男性）
（３０代の部）
３００点／３００点

第３７普通科連隊
重迫撃砲中隊

２等陸曹 萱野 勝也

応用射撃の部（８９式小銃）
（陸士の部）
１６発／１６発

第３７普通科連隊
第４中隊

１等陸士 窪内 聡

基本射撃の部（８９式小銃）
（陸士の部）
４８点／５０点

第３後方支援連隊
第１整備大隊本部付隊

１等陸士 亀甲 輝明

令
和
元
年
度
中
部
方
面
隊
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士
に
、
第
３
師
団

か
ら
３
名
の
隊
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

くぼうち さとし きっこう てるあき かやの かつや

現場指揮本部での調整

ＣＨ－47による取水

航空機ＵＨ－１への給油

第
３
師
団
（
師
団

長

梶
原
陸
将
）
は
、

令
和
２
年
４
・
５
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
係
る
災
害
派
遣
と
し

て
、
衛
生
教
育
支
援
、

宿
泊
支
援
及
び
宿
泊
施

設
へ
の
輸
送
支
援
を
実

施
し
た
。

教
育
支
援
で
は
、
派

遣
要
請
の
あ
っ
た
滋
賀

県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県

及
び
奈
良
県
の
各
自
治

体
職
員
並
び
に
宿
泊
施

設
従
業
員
等
に
対
し
て

防
護
服
の
着
脱
要
領
や

車
両
の
養
生
要
領
等
の

教
育
を
行
っ
た
。

師
団
は
、
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
、
引
き
続

き
各
自
治
体
等
と
緊
密

に
連
携
す
る
。

第
３
師
団
長
・
梶
原
陸
将

は
、
５
月
８
日
（
金
）
23
時

00
分
に
、
兵
庫
県
朝
来
市
で

発
生
し
た
山
林
火
災
に
係
る

兵
庫
県
知
事
か
ら
の
災
害
派

遣
要
請
を
受
理
し
た
。

師
団
は
、
第
３
飛
行
隊

（
隊
長

深
田
２
佐
）
を
派
遣

し
、
９
日
６
時
か
ら
Ｕ
Ｈ―

１
（
２
機
）
及
び
中
部
方
面

航
空
隊
の
Ｃ
Ｈ―

47
（
１
機
）

の
支
援
を
得
て
、
自
治
体
等

の
ヘ
リ
と
と
も
に
空
中
消
火

活
動
を
実
施
し
た
。

災
害
派
遣
部
隊
は
、
県
の

現
場
指
揮
本
部
と
連
携
し
て

延
べ
11
回
の
散
水
を
行
い
、

11
日
に
鎮
火
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
同
日
14
時
40
分
を

も
っ
て
災
害
派
遣
活
動
を
終

了
し
た
。

火災状況の確認を行う第３飛行隊隊員

ＣＨ－47による空中消火



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３０号 ２０２０年（令和２年） ５月

第３戦車大隊第２中隊

３等陸曹 杉本 朔哉

第３音楽隊

陸士長 中林 駿介

今
回
は
、
第
３
音
楽
隊
に
所
属
す
る
中
林

駿

介
（
な
か
ば
や
し

し
ゅ
ん
す
け
）
士
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
中
林
士
長
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
時
期
、
出
身
地
は
。

Ａ

平
成
31
年
度
入
隊
、
島
根
県
出
雲
市
出
身
で

す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

音
楽
隊
の
演
奏
を
聴
き
、
私
も
こ
の
様
な
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

松
山
駐
屯
地

３
３
３
中
隊

第
２
区
隊

第
１
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

同
期
の
皆
と
切
磋
琢
磨
し
た
毎
日
が
思
い
出

で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

我
々
の
演
奏
を
多
く
の
方
々
に
聴
い
て
頂
き
、

喜
ん
で
下
さ
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

日
々
の
生
活
の
中
で
、
本
番
ま
で
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
調
整
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

音
楽
の
事
は
勿
論
、
営
内
生
活
面
で
も
指
導

し
て
頂
い
て
る
「
津
留
２
曹
」
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

素
晴
ら
し
い
先
輩
ば
か
り
で
、
と
て
も
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
試
験
に
合
格
し
、
１
日
で
も
早

く
部
隊
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

音
楽
隊
員
と
し
て
日
々
努
力
し
、
立
派
な
自

衛
官
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
で
勤
務

す
る
田
中

健
史
（
た
な
か

け
ん
じ
）
３
曹
・

あ

ゆ
み
さ
ん
ご
夫
婦
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
会
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫
妻

お
酒
の
場
に
て

Ｑ

お
互
い
の
第
１
印
象
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

背
高
い
な
ぁ

妻

怖
そ
う

Ｑ

お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

①
見
た
目
②
食
べ
た
い
も
の
を
何
で
も
作
っ

て
く
れ
る
③
優
し
い

妻

①
顔
②
優
し
い
③
お
も
し
ろ
い

Ｑ

お
二
人
の
思
い
出
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

新
婚
旅
行
で
１
週
間
沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と

妻

人
生
で
初
め
て
花
束
を
も
ら
っ
た
こ
と

Ｑ

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

「
待
た
せ
て
ご
め
ん
。
結
婚
し
よ
う
。
」

妻

「
は
い
。
」

Ｑ

結
婚
式
の
思
い
出
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

賑
や
か
で
楽
し
い
結
婚
式
だ
っ
た
。

妻

最
初
か
ら
最
後
ま
で
ず
っ
と
笑
っ
て
い
た
。

Ｑ

新
婚
生
活
の
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

ケ
ン
カ
も
あ
る
け
ど
毎
日
楽
し
い
。

妻

毎
日
幸
せ
。
仕
事
で
ケ
ガ
を
し
な
い
か
な
ど

身
体
の
こ
と
が
心
配
で
す
。

Ｑ

ど
ん
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
か
。

Ａ

夫
妻

楽
し
く
ホ
ッ
と
で
き
る
あ
た
た
か
い
家
庭

Ｑ

お
互
い
に
一
言

Ａ

夫

幸
せ
太
り
な
の
で
、
美
味
し
く
て
痩
せ
る
食

事
お
願
い
し
ま
す
。

妻

い
つ
も
家
の
こ
と
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
一
緒
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
頑
張
ろ
う
ね
。

今
回
は
、
第
３
戦
車
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属

す
る
杉
本

朔
哉
（
す
ぎ
も
と

さ
く
や
）
３

曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

杉
本
３
曹
は
、
昨
年
末
に
陸
曹
普
通
英
語
課

程
教
育
を
修
了
し
、
更
な
る
語
学
力
向
上
の
た

め
自
学
研
鑽
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
部
内
幹
候

の
合
格
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
時
期
、
出
身
地
は
。

Ａ

平
成
29
年
４
月
入
校
、
静
岡
県
出
身
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

正
直
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

Ｑ

陸
曹
教
育
隊
入
校
間
、
印
象
に
残
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
第
２
分
隊
長
を
任
さ
れ
、
主

攻
撃
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
手
く
戦

闘
指
揮
が
で
き
ず
に
仲
間
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
突
撃
し
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

区
隊
を
ま
と
め
る
べ
き
立
場
の
時
に
、
自
分
を

奮
い
立
た
せ
て
区
隊
を
盛
り
上
げ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
教
育
隊
で
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

仲
間
を
信
頼
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
ど
う
で
す
か
。

Ａ

希
望
し
て
い
た
陸
曹
普
通
英
語
課
程
教
育
に
入

校
し
、
戦
車
陸
曹
と
し
て
も
語
学
戦
士
と
し
て
も

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

上
級
英
語
課
程
入
校
、
部
内
幹
候
合
格
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

チ
ャ
ン
ス
は
無
限
に
あ
る
。
自
分
で
掴
み
取
れ
。

元第７普通科連隊第４中隊

松田 純明 さん

今
回
は
、
元
第
７
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
に
所
属

し
て
い
た
松
田

純
明
（
ま
つ
だ

よ
し
あ
き
）
さ

ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

現
在
、
松
田
さ
ん
は
、
京
都
府
福
知
山
市
に
所
在

す
る
株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
ト
レ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

在
隊
期
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

平
成
20
年
か
ら
平
成
25
年
の
約
４
年
間
で
す
。

Ｑ

自
衛
隊
在
隊
間
で
印
象
に
残
る
こ
と
は
。

Ａ

Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
富
士
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
で

の
訓
練
で
す
。
Ｌ
Ａ
Ｍ
手
と
し
て
参
加
し
、
敵
戦

車
の
撃
破
を
目
標
に
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

Ｑ

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

タ
イ
ヤ
の
営
業
で
す
。
近
畿
地
区
一
帯
の
シ
ョ

ッ
プ
に
タ
イ
ヤ
配
送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

自
衛
隊
経
験
で
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

銃
剣
道
で
す
。
訓
練
隊
で
心
技
体
、
武
道
の
精

神
を
学
ん
だ
礼
儀
作
法
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

自
衛
隊
の
良
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

営
内
生
活
を
通
じ
て
、
人
間
関
係
や
仲
間
意
識

を
学
べ
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

現
役
隊
員
に
向
け
一
言

Ａ

現
在
、
私
も
職
場
と
連

携
し
、
即
応
予
備
自
衛
官

と
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。

共
に
国
を
守
る
た
め
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

第３６普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 田中 健史
あゆみ さん



５ ３ 師 団 だ よ り 第１３０号 ２０２０年（令和２年） ５月

マメ

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新している
ので、是非遊びに来てくださいね！

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
で
す
。
今
月
号

の
３
師
団
だ
よ
り
か
ら
「
み
ん
な
の
架
け
橋
」
と
題
し
ま
し
て
、
奇

数
月
に
各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
（
通
称
・
地
本
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
状
況
や
自
衛
隊
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら

情
報
を
発
信
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。 近

畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

記
念
す

べ
き
第
１
回
目
は
、
我
々
滋
賀
地
本
が
活
動
の
一
端
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

我
々
の
担
当
地
域
で
あ
る
滋
賀
県
に
は
、
日
本
一
の
湖

び
わ
湖
に
面
し
た
大
津
駐
屯
地
及
び
２
コ
戦
車
大
隊
が
駐

屯
す
る
今
津
駐
屯
地
等
、
少
な
い
な
が
ら
も
特
徴
あ
る
駐

屯
地
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
主
な
取
組
み
と
し

て
、
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
隊
と
の
共
同
に
よ
り
大
津
駐

屯
地
で
実
施
し
た
「
び
わ
湖
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
や
、
協

力
団
体
を
今
津
駐
屯
地
へ
ご
案
内
し
て
の
「
戦
車
体
験
試

乗
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
行
事
の
実
施
に
際
し
て
、

各
駐
屯
地
・
部
隊
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
得
て
、
自
衛

隊
の
広
報
活
動
や
協
力
団
体
の
活
性
化
と
い
っ
た
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
方
、
厳
し
い
募
集
環
境
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
昨
今
の

状
況
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う

状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
滋
賀
地
方
協
力
本
部
と

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
充
実
に
取
り
組
む
等
、
試
行
錯
誤
し
つ
つ

も
日
々
奮
励
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

「陸ぽん」 「海ぽん」 「空ぽん」
りく うみ そら

ぜ
ひ
、
我
々
の
滋
賀
地
本
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
滋
賀
地
本

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今津駐屯地における
「戦車体験試乗」

琵琶湖における海自初の体験航海
（海自舞鶴警備隊所属「特別機動艇」）

「
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
の
活
動
」

も
う
す
ぐ
梅
雨
の
季
節
で
す
ね
。
梅
雨
を
心
待
ち
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
方
は
、
花
粉
症
の
方
以
外
あ
ま
り
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
沖
縄
地
方
で
は
５
月
初
旬
に
既
に
梅

雨
入
り
し
て
お
り
、
近
畿
地
方
に
お
い
て
も
、
６
月
中
旬

に
梅
雨
入
り
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

梅
雨
時
期
に
は
ど
う
し
て
も
、
屋
内
で
の
活
動
時
間
が

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
屋
内
で
の
過
ご
し
方
と
い
う
と
、

ゲ
ー
ム
、
音
楽
鑑
賞
、
読
書
、
レ
ン
タ
ル
で
の
映
画
鑑
賞

な
ど
が
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
で
も
読
書
は
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
上
で
も
良
い
こ
と

で
あ
る
と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
娯
楽
の

気
楽
さ
も
あ
っ
て
、
い
ざ
屋
内
で
過
ご
す
と
な
っ
て
も
実

際
に
本
を
手
に
す
る
方
は
、
比
較
的
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
社
会
人
の
平
均
読
書
量
は
、
年
間
12
～

13
冊
と
い
わ
れ
て
お
り
、
全
く
読
書
を
し
な
い
人
も
半
数

弱
を
占
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
読
書
時
間
も
、
週
の
平
均

が
約
４
時
間
程
度
と
い
わ
れ
て
お
り
、
世
界
で
一
番
読
書

量
が
多
い
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
の
週
平
均
読
書
時
間
の
約

11
時
間
と
比
べ
る
と
随
分
少
な
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

現
代
は
、
読
書
の
他
に
も
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多

く
溢
れ
、
さ
ら
に
「
な
が
ら
」
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
一

因
と
な
り
、
読
書
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

筆
者
も
昨
今
の
外
出
自
粛
を
機
に
、
ゲ
ー
ム
機
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
を
本
に
持
ち
替
え
て
読
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
お
り
ま
す
が
、
取
り
掛
か
り
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
読
み
た
い
と
感
じ
た
も
の
だ
け

を
選
ぶ
」
「
無
理
に
読
了
し
な
い
」
「
気
乗
り
が
し
な
い

と
き
は
１
ペ
ー
ジ
だ
け
」
な
ど
、
跨
げ
る
く
ら
い
に
ハ
ー

ド
ル
を
低
く
す
る
よ
う
工
夫
し
て
、
習
慣
化
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

読
書
は
、
文
章
か
ら
想
像
し
て
作
品
の
世
界
を
頭
の
中

に
構
成
す
る
た
め
、
「
普
段
は
漫
画
し
か
読
ま
な
い
」
と

か
「
映
画
が
大
好
き
」
と
い
う
視
覚
的
な
刺
激
に
多
く
触

れ
て
い
る
人
の
方
が
、
よ
り
想
像
力
に
富
ん
だ
魅
力
的
な

世
界
が
広
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
読
書
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

「
読

書

の

す

す

め

」

公式マスコットキャラクター「滋賀ぽん３兄弟」

Ｈ Ｐ Twitter facebook


